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　2012年，トピックスはなんといっても山中伸弥
京都大学教授のノーベル医学生理学賞の受賞で
す。震災からの復興の年，快挙に日本人全体が喜
びを共有しました。失いかけていた自信をとりも
どすきっかけにもなりました。50歳という若さで
の受賞も驚きですが，iPS細胞の開発からわずか
6年での受賞にも改めて驚きました。若い頃に先
駆的な成果を挙げ，時を経て社会がその重要性と
受益を理解できるようになって初めて医学生理学
賞の受賞候補に選ばれる，受賞するのは高齢に
なってからといったパターンが多かったように思
います。「再生医療」「万能細胞」のインパクトの
大きさが，短期間での評価につながったものと思
いますが，加えて，社会の変化の速度がますます
早まっていることも関係しているように思いま
す。この10年あまり，基礎研究から臨床応用への
橋渡し研究の必要性が強調されてきました。今
日，その距離は確実に縮まってきていると思いま
す。iPS細胞の臨床応用の計画もすでに承認され，
来春の実施への準備が進んでいると聞きます。日
本発の成果を大いに期待したいと思います。
　さて，本号には 2編の症例報告， 2編の千葉医
学会賞受賞記念論文， 1編のopen access paper
が掲載されています。千葉医学会賞は，今年で 4
回目です。基礎医学部門では，横須賀　忠先生が
T細胞活性化シグナルユニットとしての「マイク
ロクラスター」の研究で受賞されました。臨床部
門では，阿久津泰典先生が食道癌における重粒子
線の臨床応用の研究で受賞されました。「免疫」
「重粒子」とも，千葉大学にふさわしいテーマで
の受賞です。本誌では，二人の受賞者にそれぞれ
の研究内容をわかりやすく解説していただいてい
ます。また，「話題」では，徳久剛史教授から第
40回日本免疫学会学術集会を振り返ってと題する
ご寄稿をいただきました。日本免疫学会は，故多
田富雄先生が中心となって作られた伝統ある学会
です。40年の節目に，千葉幕張の地で多田富雄先
生ゆかりの先生方の力を結集し，徳久剛史教授の
もとで盛大な学会が開催されました。様々な工夫
もあり，実りある学会になったことが紹介されて
います。「海外だより」の 2編には，海外生活の
楽しさが紹介されています。若い人には，どんど
ん海外に出て，輝いてもらいたいと思います。来
年のさらなる飛躍，次のノーベル賞受賞者の輩出
を期待して，88巻の最終号をお届けします。
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